
MM-1: 構造安全評価学

機械工学専攻 神戸大学大学院工学研究科

散逸エネルギ計測に基づく疲労き裂発生位置の予測

テラヘルツ電磁波を用いた非破壊検査

塗膜下の鋼板の腐食検出

熱弾性応力測定によるき裂の検出，
進展性評価，補修効果の検証
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赤外線サーモグラフィを用いた
鋼構造物の非破壊検査
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